
 

〔第１号議案〕 

 

２０１８年度事業報告 
 

当協議会は、会員事業所の皆様のご理解・ご支援をいただき、道路整備、排水対策及び

交通問題などの事業所活動に係る環境整備や様々な課題の解決に向け関係機関に要請し、

また協議しながらその解消に努めるとともに、各事業所における労働安全衛生の意識の高

揚と労働災害の防止対策の促進を図ってまいりました。 

また、各イベントを通して会員間の交流・連携を深めるとともに、地域との相互理解を

促進し、工業団地の活性化と地域の発展などにも貢献してまいりました。 

 

（１）協議会組織について 

未加入事業所の入会の呼びかけを行ってきましたが、新規加入５社、会社移転や業績

不振等による退会が５社あり、結果として現状維持の２２９社となりました。 

また、当協議会の運営の基本となる理事会等の組織及び運営等に関する規程や各種規

程を制定及び改訂し、組織運営の体系化、定型化、透明化及び簡素化などを図りました。

さらに就業規則等を厳格に定めるとともに、会計ソフトの導入や顧問税理士を置き、事

務局の資質の向上と強化を図りました。 

 

（２）講習会について 

例年と同様フォークリフト運転技能講習など１４の講習を行い、460 人が受講し、資

格者の育成を図りました。なお、当初計画した講習のうち、２講習は参加者が見込めな

かったことなどから中止としました。 

 

（３）労働衛生・労働安全等について 

船橋労働基準監督署及び（一社）船橋労働基準協会と連携し、全国安全週間大会、全

国労働衛生週間大会、年末年始無災害運動、安全衛生労務管理講習会などを開催し、労

働安全衛生はもちろんのこと、働き方改革に関する制度の普及に取り組みました。 

また、船橋労働基準監督署を交え、安全衛生委員会と船橋労基協白井支部役員会の合

同会議を開催し、労働安全衛生に関する意見交換を行い、意識の高揚に努めました。 

 

（４）健康・衛生事業について 

協議会による合同健康診断（春・秋）、インフルエンザ予防接種（２回）、井戸水水質

検査などを行い、健康・衛生管理の促進を図りました。 

また、衛生的で安全な飲料水である上水道の整備を市に要請し、２０１９年度にアン

ケート調査をすることとなりました。 

 

（５）環境整備について 

道路関係では、市に対して工業団地アクセス道路の整備促進とともに、桜台地区から

の新たな計画道路の整備の早期着手を要請し、工業団地アクセス道路の工事が開始され

ました。 

また、春・秋の工業団地一斉清掃・ごみゼロ運動の実施とともに、防犯灯の新設（５ 

灯）・補修などを随時行い、清潔で安全な工業団地の維持に努めました。 

 さらに、会員事業所からの要望を受け、白井郵便局に郵便ポストの新設を要請したと

ころ、短期間に第２工業団地地区に郵便ポストの新設がされました。 



 

 

（６）交流・親睦について 

親善野球大会、地元自治会との協働による納涼盆踊り大会及び賀詞交歓会などを開催

し、会員間及び地域住民との交流・親睦を図りました。 

 

（７）事業支援について 

県内技術系大学との包括的な産学連携協定の協議が整い、技術開発支援や雇用拡大に

向けたインターンシップなどの取り組みを推進する段階となりました。 

また、県の支援を受けた IoT 勉強会（９社・２１人参加）の開催や国の助成制度を活

用した高生産性向上支援セミナー（１１社・１７人参加）を開催するとともに、サテラ

イト相談（３回）を開催し、活性化支援に取り組みました。 

 

（８）産業振興センターの活用について 

  これまでは、当協議会の会議やサテライト相談などに使用していましたが、産業振興

センターの利用促進のため、貸し出しができるよう当該センターの設置及び管理に関す

る規定を制定し、昨年の秋から貸出しを開始しました。 

  また、消防計画を策定するとともに、消防設備の定期点検を行い安全に利用できるよ

うにしました。 

 

（９）会議関係について 

理事会を毎月開催から原則隔月の開催とし、３役会議を定例化し毎月の開催とし、委

員会及びブロック会議を必要の都度開催することとしました。 

各会議は、社員総会を１回、定例理事会を７回、臨時理事会を１回、３役会議を１３

回、委員会を延べ９回、ブロック会議を延べ５回、船橋労働基準協会白井支部役員会議

を１回開催し、諸課題の解決や事業の推進を図りました。 

また、理事会等の会議の結果については、議事録をホームページに掲載し、会議の透

明性や情報の共有を図りました。 

 

（10）関係機関との連携強化について 

  工業団地の環境整備や活性化に向けた取り組みの実現には、関係機関の協力が不可欠

であることから、県・市、警察署、消防署、郵便局など各方面との連携強化を積極的に

図ってきました。 

  結果、要望のあった白井第２工業団地への郵便ポストが昨年１０月１日に設置されま

した。また、工業団地アクセス道路整備工事が着工されました。さらに、大型車規制の

見直しのための調査を印西警察署で行っていただくこととなりました。 

 


